












































































方法:失語症患者 19名に対して、聴覚的理解には標準失語症検査 (StandardLanguage Test of 
















































方法:痴呆患者 25名に対して、前頭葉の機能測定には、前頭葉機能検査 (FrontalAssessment 
Battery at bedside (FAB))、仮名ひろいテスト(Kana-hiroi)、語流暢性テスト (WordFluency 
Test (明司'T)、ウィスコンシンカード分類テスト (WisconsinCard Sorting Test (WCST))、
数唱課題 (DigitSpan (DS))を、知能測定には成人知能検査改定版 (Wechsler'sAdults 
Intelligence Scale Revised (WAIS圃R))を、 WM容量の測定には高齢者用のリーデイングス












































































































1)ー デインク、スパンテスト(ReadingSpan Test， RST)が実施された。
その結果、痴呆の重症度によりリーヂインク、スパンテストの評価値に有意差
が認められ、リーデイングスパンテストが痴呆の重症度を検出できる可能性が
示された。さらにワーキングメモリの機能には流動性知能に加えて、結晶性知
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能の安定が必要であることも指摘された。
考察では、神経心理学的症例のワーキングメモリの障害は言語の情報処理過
程と相補的な関係にあり、その過程にはワーキングメモリの概念を取り入れた
モデルが妥当であることが指摘されている。またこのモデルにより、ワーキン
グメモリを考慮に入れた訓練方法の有効性も提唱でき、神経心理学的症例に対
するリハビリテーションのさらなる可能性を示すものと考えられた。
以上のように、本研究では、失語症や痴呆症においてワーキングメモリが障
害を受けていることを実証している。このように神経心理学的症例とワーキン
グメモリの障害を明らかにしたことは、症例の診断や障害メカニズムの解明、
リハビリテーション的アブローチの計画に役立つものと考えられた。
最終試験では、言語の情報処理過程のモデルに関する質問等がなされ、言語
学的な知見から得られるモデルとの比較などが、今後に再検討するべき問題と
して指摘された。また、実験で使用した刺激材料の吟味が必要な箇所や、本論
文の記述上のミスなども指摘された。総評として、本論文の神経心理学の症例
研究における研究成果は高く評価できるところから、博士号の授与に値する論
文として評価できるものと認められた。
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